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2 程顥、程頤『河南程氏遺書』（以下『遺書』と略称）巻二上、『二程子集』北京：中華書局、1981 年、15 頁；『遺
書』巻三、『二程子集』63 頁。





5 『朱子語類』（以下『語類』と略称）巻五十九、北京：中華書局、1986 年、1405、1406 頁。朱子が記す李侗「壬
午六月十一日書」：「孟子曰く「仁、人心なり」。心体は有無に通じ、幽明を貫し、包括せざるところ無し。人に
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　仁を問う。曰く。「ここに諸公が自思し、聖賢の言す仁につき、類聚し観するに、体認せり。
10 『朱文公晦庵先生文集』（『朱子文集』と略称）巻三十一「答張敬夫」第六書、『朱子全書』第 21 冊、1334 頁。
11 「漢以来、愛をもって仁を言する弊、正に性を察せず、情の弁、遂に情を性とするなり」（『朱子文集』巻三十
二「答張敬夫・又論仁説」第十三書、『朱子全書』第 21 冊、1412 頁）。
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、仁自ずから性なれば





















































来「漢代儒学対“仁”的理解及其貢献」『船山学刊』2014 年第 3 期参照。
























































18 『延平答問』「辛巳二月二十四日書」、『朱子全書』第 13 冊、328 頁。
19 例：「仁たる字、極めて講説に難く、只、天理統体を看るのみ」（『延平答問』「壬午六月十一日書」、『朱子全書」



































































































































































































巻六十二「答甘吉甫」、『朱子全書』第 24 冊、2991 頁参照。同書作成 1997 年。














































43 以上は『朱子文集』巻四十六「答胡伯逢」第三書、『朱子全書』第 22 冊、2149–2150 頁参照。












































関於朱熹工夫論思想的若干問題」（『杭州師範大学学報』2014 年第 6 期、および中国人民大学書報資料中心『中












































文集』巻三十「与張欽夫」第二書、『朱子全書』第 21 冊、1313–1314 頁）。己丑（1169）における著作による。
50 『朱子文集』巻三十「与張欽夫」第三書、『朱子全書』第 21 冊、1315 頁。丙戌（1666）における著作、『中和
旧説』四書中の第一書による。


















































































55 『朱子文集』巻四十六「答胡伯逢」第四書、『朱子全書』第 22 冊、2152 頁。
56 『朱子文集』巻三十二「答張欽夫・論仁説」、『朱子全書』第 21 冊、1409–1410 頁。
57 『語類』巻二十、464、465 頁。
58 『語類』巻二十、470 頁。この言葉は、戊申（1188）の朱子「答周舜弼」第五書に見える（『朱子文集』第五十、


































































































66 『語類』巻五十三、1298 頁；巻六十九、1729 頁。
67 『周易程氏伝』巻一、『二程子集』697 頁。朱子が程頤のこの言葉を引用したのはこれだけではない。『朱子文



















































75 『語類』巻一〇五、第 2632 頁。同年の少し前に書かれた『克斎記』にも「蓋し仁なる者、天地の生物たる心な

























































































































































































は、拙著『羅汝芳評伝』南京：南京大学出版社、2005 年、第 3 章第 5 節「天心観」参照。また陳来『仁学本
体論』北京：三聯書店、2014 年、「天心第六」も参照。















































91 『春秋繁露』巻十一王道通三第四十四、「二十二子」本、上海：上海古籍出版社、1986 年、794 頁；『春秋繁露』
巻六俞序第十七、「二十二子」本、780 頁。











































96 「知言・天命」、『胡宏集』北京：中華書局、1987 年、4 頁。
97 「与孫正孺書」、「求仁説」、「論語指南」、『胡宏集』147、196、305 頁。















































103 『朱子新学案』上冊『朱子学提綱』成都：巴蜀書社、1986 年、41 頁。
104 『近思録』には、『識仁篇』の「仁は渾然と物と同体なり」の部分は収録されていないが、類似した別の一文
「仁は天地万物をもって一体を為す」を収録。
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朱子の仁学思想
仁道仁理説は、理論分析において非常に厳密である。程顥の仁者気象と一体境地を重視した「識
仁」説を別にすれば、朱子は、程頤の、仁の属性を厳格に判別した理論的定義を賞賛していた。
　朱子の『仁説』は仁学思想の要綱的文献で、仁学思想のマイルストーンでもある。この文書だ
けで朱子仁学の全ての内容を知ることは不可能だが、それでも仁学の要義は十全である。ここで
は、『仁説』を基礎に、朱子の他の論述も参考にしつつ、朱子仁学の理論的構造と思想的意義を幾
つかの要点に纏めてみる。
　（1）孔孟の語る仁で使用されるのは多くは「指示語」であるため、そこで使用される「愛」、「人」、
「心」などの概念は、仁を定義するためには不十分である。朱子によれば、仁の基本的定義は、「徳
性」であり、この徳性は普遍的に全ての人の中に存在するものである。ゆえに、「心」により仁を
定義すべきではなく、ただ「心の徳」だけが仁の基本的属性に適合する。
　（2）「心の徳」は人をだけ指すわけではない―これには倫理学的な意味があるだけでなく、宇
宙全体を包含し、宇宙論的な意味をも持っている。こうして「総摂貫通、備わざる所無し」とい
う特徴をもつようになり、これを「仁」と名じる。このように、朱子の仁論は倫理学および宇宙
論という二重の意義を持ち、その「心」は人の心であると同時に天地の心でもある。根源的に言
うと、人の心は「その天地の心を得るを心とするなり」。ゆえに、「心の徳」である「仁」は総摂
貫通、普遍超越のものとなる。
　（3）仁は本体論的な意義をも持つ。体用論の角度から見ると、仁は体も用も具えている。その
ため、「聖賢仁を言するに、専ら体を指す者、体用も包する有り」
105
。体について言えば、仁の体は
「統ぜざるところ無し」、「包せざるところ無し」、「通じざるところ無し」との特徴を備えている。
用について言えば、仁の用は、義、礼、智など徳行に現れ、衆善百行、無窮に至る。重要なのは、
「仁の道たるところ」は、普遍かつ超越しているため、同時に「物に即して在る」、つまり情感が
未発動であっても仁の体はすでに具わっているのである。このように仁の体と用は不可分であり、
ゆえに朱子の仁論は一種の「体用不二」論の形態を取る。
　（4）人心の仁、天心の仁、または「坱然たる生物の心」、「温然と人を愛し物を利する心」のい
ずれで表現されようとも、「坱然」（生き生きとしていること）、「温然」が仁の本質的属性である。そ
れで慈愛こそが仁の「本相」、「仁は愛底道理、『仁』畢竟本より温和なる物なり」となる
106
。「仁」
の角度から世界を見ると、世界は冷酷無情で争いに満ちる場所とはならない。逆に、宇宙の偉大
なる協調の表れと見る。しかし厳格な意味からすると、愛は決して仁と同じものではない。仁者
は必ず人を愛するが、人を愛したからといってそれが仁であるとは限らない。ゆえに、「仁自ずか
ら愛の体なり」
107
。
　（5）仁は愛の体である、ということは、情感の発動表現が愛であることを説明している。愛は、
理由なく生じるものではなく、用は必ず体の発用から来る。それで、仁体は「本有の理」、「渾然
たる天理」であるため、仁体の発として表現される愛も必然的に「愛の理」となる。ここで言う
「愛の理」とは、天下の公理と同様、仁愛精神を表わしたいと願い、それゆえに普遍性や共通性を
持つ。後人の中には、朱子が理で仁を解釈し仁の倫理的情感という意義を否定したと言う者がい
105 『語類』巻六、115 頁。
106 『語類』巻六、118、116、114 頁。
107 「名義をもって言すれば、仁自ら愛の体なり」（『語類』巻六、118 頁）。
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呉　震
るが、これは誤解である。朱子は、慈愛が仁の本相であり、同時に仁体の大用であるとした。も
し仁体がなければ大用もない。この意味において、仁は愛の体なのである。「愛の理」は、ただこ
の角度から理解することにより正確な理解が得られるのである。それで、「仁たるもの、人の人た
る理なり」と言っているのである
108
。これが、朱子が「愛の理」を強調する根本的な理由なのであ
る。
　以上の説明から、朱子の仁学が孔孟による原典儒家の仁学思想を継承しつつ、定義理論の上で
更に全面的に推論と発展を深め、この意義において「新仁学」を確立したことが理解できよう。こ
こで言う「新」とは、主に方法の上での新規性であり、方法論から言えば、朱子仁学は明らかに、
宇宙論、本体論、心性論に立脚している。理論的効果から言えば、朱子仁学は、概念の定義にお
いて、仁と人、仁と心、仁と公、仁と愛、仁と徳、仁と天などなどの問題に関して本質に迫る思
索を行った。今回の作業は、原典の解読、概念の整理、定義理論の注釈など多方面から行ったた
め、仁学諸説の系統を構築するに当たり、いささか複雑な所があったかもしれない。しかしなが
ら、その目指すところは明確であった。朱子の下記の四句がそれを総括している。
仁とは天地生物の心なり。
仁とは人の人たるところの理なり。
仁とは心の徳愛の理。
仁とは人の尽性至命たるところの枢要なり。
108 『孟子集注（尽心下）』、『四書章句集注』367 頁。
